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六
〇
歳
以
降
も
働
く
際
に
、
働
く
側
は
何

を
重
視
す
る
の
か
―
―
。
鉄
鋼
、
造
船
重
機
、

非
鉄
業
界
に
勤
務
す
る
労
働
者
を
多
く
抱
え

る
基
幹
労
連
（
神
津
里
李
生
委
員
長
）
が
二

〇
一
二
年
五
～
六
月
に
実
施
し
た
「
第
二
回

総
合
意
識
実
態
調
査
」（
加
盟
組
合
員
対
象
）

に
よ
る
と
、
組
合
員
が
も
っ
と
も
重
視
す
る

項
目
は
「
仕
事
に
見
合
っ
た
賃
金
水
準
」
で
、

回
答
割
合
は
七
割
近
く
に
達
し
た
。
今
回
の

法
改
正
へ
の
対
応
で
は
、
多
く
の
企
業
が
準

備
期
間
の
短
さ
か
ら
再
雇
用
制
度
の
改
定
で

対
処
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
現
職
継

続
の
場
合
の
賃
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
企
業
に
と
っ
て
重
い
課
題
と
な

り
そ
う
だ
。

■　
　
　
　

■　
　
　
　

■

　

同
調
査
は
、
基
幹
労
連
が
組
合
員
の
職
場

実
態
や
意
識
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
、
六
〇
歳
以
降
の
働
き
方
に
つ

い
て
も
主
要
な
調
査
項
目
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
。
二
万
五
六
四
五
枚
の
調
査
票
を
配
布

し
、
二
万
三
五
七
九
人
（
九
一
・
九
％
）
か

ら
有
効
回
答
を
得
た
。
な
お
、
回
答
者
の
属

性
を
み
る
と
、
男
性
が
九
〇
・
八
％
を
占
め
、

職
務
系
列
別
に
み
る
と
、「
技
能
・
現
業
職
」

が
五
一
・
四
％
と
半
数
を
占
め
、「
技
術
職
」

が
二
七
・
二
％
、「
事
務
職
」
が
一
六
・
三
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

四
分
の
一
は
働
か
ざ
る
を
得
な
い
層

　

ま
ず
、
六
〇
歳
以
降
の
就
労
意
思
を
み
て

い
く
と
、「
引
き
続
き
働
き
た
い
」
が
二
〇
・

六
％
、「
条
件
が
合
え
ば
働
き
た
い
」が
二
一
・

六
％
と
、
積
極
的
に
働
き
た
い
層
が
約
四
割

い
た
。
一
方
、「
働
き
た
く
な
い
が
働
か
ざ
る

を
得
な
い
」
が
二

四
・
九
％
お
り
、

ほ
ぼ
四
人
に
一
人

は
消
極
的
な
就
労

希
望
層
で
あ
る
こ

と
も
わ
か
っ
た

（
図
表
１
）。

　

た
だ
、
男
性
で

年
齢
別
に
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
傾
向
は

大
き
く
異
な
る
。

「
六
〇
歳
以
上
」

だ
け
で
み
る
と
、

「
引
き
続
き
働
き

た
い
」
が
五
二
・

三
％
と
半
数
以
上

に
達
し
、「
五
五
～

五
九
歳
」
で
は
、

「
引
き
続
き
働
き

た
い
」
が
三
六
・

五
％
、「
条
件
が
合

え
ば
働
き
た
い
」

が
一
七
・
〇
％
と
、

い
ず
れ
も
積
極
的
な
就
労
希
望
層
が
半
数
以

上
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
三
五
歳
か
ら
五
四
歳
ま
で
の
各
年

齢
層
で
は
、
い
ず
れ
の
層
も
「
働
き
た
く
な

い
が
働
か
ざ
る
を
得
な
い
」
の
割
合
が
三
割

を
超
え
、
消
極
的
な
就
労
希
望
層
の
多
さ
が

め
だ
っ
て
い
る
。

七
割
は
働
か
な
い
と
家
計
が
成
立

せ
ず

　

六
〇
歳
以
降
も
働
く
理
由
を
み
る
と
（
三

つ
以
内
選
択
）、「
働
か
な
け
れ
ば
家
計
が
成

り
立
た
な
い
」
が
六
九
・
七
％
で
も
っ
と
も

多
く
、
次
い
で
「
自
分
の
小
遣
い
に
不
自
由

し
た
く
な
い
」（
三
三
・
八
％
）、「
健
康
維
持

の
た
め
」（
三
一
・
〇
％
）、「
住
宅
ロ
ー
ン
が

残
っ
て
い
る
」（
二
八
・
二
％
）、「
働
く
こ
と

で
生
き
が
い
を
見
つ
け
た
い
」（
二
一
・
五
％
）、

「
経
験
や
能
力
を
活
か
し
た
い
」（
二
〇
・
〇

％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
（
図
表
２
）。

７
割
が
仕
事
に
見
合
っ
た
賃
金
水
準
を
重
視

　
　
　
―
約
半
数
が
ロ
ー
ン
な
ど
の
支
払
い
を
懸
念

基
幹
労
連
の
総
合
意
識
実
態
調
査
　

図表２　60 歳以降も働く理由および働く際に重視する事柄
（60 歳以降も＜働きたい・働かざるを得ない＞方）         （％）

60 歳以降も働く理由 60 歳以降も働く際に重視する事柄

件
　
　
数

働
か
な
け
れ
ば
家
計

が
成
り
立
た
な
い
　

自
分
の
小
遣
い
に
不

自
由
し
た
く
な
い
　

健
康
維
持
の
た
め
　

住
宅
ロ
ー
ン
が
残
っ

て
い
る
　
　
　
　
　

働
く
こ
と
で
生
き
が

い
を
見
つ
け
た
い
　

経
験
や
能
力
を
活
か

し
た
い
　
　
　
　
　

仕
事
に
見
合
っ
た
賃

金
水
準
で
あ
る
　
　

仕
事
の
体
力
的
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
　
　

健
康
や
安
全
面
に
配

慮
し
て
い
る
　
　
　

仕
事
の
精
神
的
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
　
　

短
時
間
・
短
日
数
等

働
き
方
が
選
べ
る
　

年
齢
を
理
由
に
差
別

的
扱
い
を
受
け
な
い

2012 年計　 69.7 33.8 31.0 28.2 21.5 20.0 67.7 50.5 46.2 43.7 24.2 21.2 16477

60 歳以上計 55.7 36.4 58.7 10.1 24.4 29.0 61.5 44.4 52.4 43.7 19.6 26.1 1087

※いずれの設問も選択方式（３つ以内選択）、ここでは上位６項目のみ。

20.6 21.6 2.8 24.9 9.4 19.3 1.4 235792012年計

男性計 21.4 21.8 2.9 26.2 8.4 18.0 1.2 21401

24歳以下 8.2 20.8 1.9 14.5 15.9 36.7 1.9 2392

25～29歳 13.6 26.7 1.7 19.4 10.4 26.9 1.4 2823

30～34歳 16.2 23.8 2.2 25.5 9.1 21.6 1.6 2890

35～39歳 17.2 21.7 3.0 31.4 7.3 18.4 1.0 2940

40～44歳 19.3 23.2 2.6 32.1 6.6 15.3 0.8 2906

45～49歳 22.2 21.0 4.3 32.5 6.8 12.3 0.9 1801

50～54歳 25.4 21.2 4.7 32.2 5.8 10.0 0.6 1579

55～59歳 36.5 17.0 4.1 29.1 6.2 6.2 1.1 2813

60歳以上

(％)

52.3 17.0 2.7 16.0 5.9 3.
9 2.2 1197

件
数

引き続き働きたい

条件が合えば働きたい

しばらく休んでから再び働きたい

働きたくないが働かざるを得ない

働く予定はない

まだ考えていない・わからない

無回答

図表１　60歳以降の就労意思
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こ
れ
を
六
〇
歳
以
上
の
回
答
者
だ
け
で
み

る
と
、
健
康
維
持
を
理
由
と
す
る
回
答
割
合

が
高
ま
る
。「
健
康
維
持
の
た
め
」
を
あ
げ

る
人
が
五
八
・
七
％
と
六
割
弱
に
達
し
、「
働

か
な
け
れ
ば
家
計
が
成
り
立
た
な
い
」（
五

五
・
七
％
）
が
低
下
す
る
一
方
、「
経
験
や
能

力
を
活
か
し
た
い
」（
二
九
・
〇
％
）
が
高
ま

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、「
原
則
と
し
て
現
職
で
一
人
前
に
働

く
こ
と
を
前
提
と
し
た
場
合
」
に
、
六
〇
歳

以
降
も
働
く
際
に
重
視
す
る
こ
と
を
み
て
い

く
と
（
三
つ
以
内
選
択
）、
ト
ッ
プ
が
「
仕

事
に
見
合
っ
た
賃
金
水
準
で
あ
る
こ
と
」
で
、

六
七
・
七
％
と
七
割
近
く
の
人
が
あ
げ
た
。

次
い
で
多
か
っ
た
の
は
、「
仕
事
の
体
力
的
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
」
の
五
〇
・
五
％
で
、
さ

ら
に
「
健
康
や
安
全
面
に
配
慮
し
て
い
る
」

（
四
六
・
二
％
）、「
仕
事
の
精
神
的
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
」（
四
三
・
七
％
）、「
短
時
間
・

短
日
数
等
働
き
方
が
選
べ
る
」（
二
四
・
二
％
）、

「
年
齢
を
理
由
に
差
別
的
扱
い
を
受
け
な

い
」（
二
一
・
二
％
）
と
続
い
た
。

　

同
設
問
に
つ
い
て
も
六
〇
歳
以
上
の
回
答

者
だ
け
で
み
る
と
、
ト
ッ
プ
は
「
仕
事
に
見

合
っ
た
賃
金
水
準
で
あ
る
こ
と
」（
六
一
・
五

％
）
で
変
わ
ら
な
い
が
、「
健
康
や
安
全
面
に

配
慮
し
て
い
る
」（
五
二
・
四
％
）
が
半
数
以

上
と
な
る
。

　
半
数
近
く
が
六
五
歳
ま
で
の
就
労

を
希
望

　

就
労
希
望
年
齢
を
み
て
い
く
と
、
ほ
ぼ
二

人
に
ひ
と
り
（
四
六
・
二
％
）
が
「
六
五
歳
」

と
答
え
、「
六
一
～
六
四
歳
」
が
一
八
・
五
％
、

「
六
六
歳
以
上
」
が
九
・
八
％
と
な
っ
て
い

る
。「
特
に
考
え
て
い
な
い
」（
二
二
・
八
％
）

と
い
う
人
も
二
割
以
上
い
た
（
図
表
３
）。

　

希
望
す
る
就
労
先
は
、「
定
年
時
と
同
じ
会

社
」（
五
六
・
九
％
）
が
半
数
以
上
あ
が
っ
た

が
、「
会
社
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」（
三
四
・
〇

％
）
と
い
う
人
も
三
割
以
上
に
達
し
て
い
る
。

　

希
望
す
る
働
き
方
で
は
、「
退
職
前
と
同
じ

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
」
が
二
八
・
四
％
で
も
っ

と
も
多
く
、
次
い
で
「
一
日
の
時
間
は
同
じ

で
週
三
日
程
度
」（
二
四
・
三
％
）、「
働
き
方

に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
」（
二
一
・
三
％
）、「
一

日
の
時
間
は
短
く
勤
務
日
数
は
同
じ
」（
一

四
・
四
％
）、「
一
日
の
時
間
は
短
く
週
三
日

程
度
」（
九
・
三
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

半
数
近
く
が
ロ
ー
ン
な
ど
が
続
く

と
予
想

　

六
〇
歳
以
降
も
働
く
場
合
の
不
安
点
に
つ

い
て
は
（
三
つ
以
内
選
択
）、ト
ッ
プ
は
「
収

入
の
減
少
」
で
六
一
・
六
％
、
こ
れ
に
「
肉

体
的
・
精
神
的
な
き
つ
さ
」（
五
四
・
六
％
）、

「
自
分
の
健
康
」（
五
四
・
五
％
）
な
ど
と
続

い
て
い
る
。（
図
表
４
）

　

老
後
に
必
要
な
月
額
生
活
費
を
た
ず
ね
、

そ
の
平
均
値
を
算
出
す
る
と
、
二
七
万
七
〇

〇
〇
円
で
、
中
央
値
は
二
七
万
二
〇
〇
〇
円

だ
っ
た
。

　

六
〇
歳
以
降
の
住
宅
ロ
ー
ン
・
子
ど
も
の

教
育
費
の
支
払
い
の
想
定
を
た
ず
ね
た
と
こ

ろ
、「
住
宅
ロ
ー
ン
・
教
育
費
と
も
に
あ
る
」

が
一
八
・
九
％
、「
教
育
費
は
な
い
が
住
宅
ロ

ー
ン
は
あ
る
」
が
二
二
・
一
％
、「
住
宅
ロ
ー

ン
は
な
い
が
教
育
費
は
あ
る
」
が
七
・
三
％

と
、
ど
ち
ら
か
の
支
払
い
が
続
く
と
想
定
す

る
人
が
半
数
近
く
に
お
よ
ん
だ
。

　
今
後
の
就
労
制
度
は
意
見
割
れ
る

　

今
後
の
就
労
と
定
年
制
度
に
対
す
る
考
え

方
を
た
ず
ね
る
と
、「
公
的
年
金
の
支
給
開
始

年
齢
に
あ
わ
せ
て
定

年
年
齢
を
引
き
上
げ
、

六
五
歳
定
年
制
を
実

現
す
べ
き
だ
」
が
二

三
・
八
％
、「
一
定
の

年
齢
（
五
五
歳
～
六

五
歳
）
の
範
囲
内
で

各
人
が
退
職
年
齢
を

選
べ
る
選
択
的
定
年

制
度
に
す
べ
き
だ
」

が
二
九
・
三
％
、「
定

年
年
齢
は
六
〇
歳
と

し
、
そ
の
後
は
就
労

希
望
に
あ
わ
せ
ら
れ

る
継
続
雇
用
・
再
雇

用
制
度
に
す
べ
き

だ
」
が
二
四
・
八
％

と
意
見
は
分
か
れ
、

「
定
年
制
廃
止
で
希

望
者
全
員
は
全
員
就

労
と
す
べ
き
だ
」
は

九
・
五
％
と
一
割
を

下
回
っ
た（
図
表
５
）。

（
調
査
・
解
析
部
）

図表３　就労希望年齢、希望する就労先や働き方
（60 歳以降も＜働きたい・働かざるを得ない＞方）　　　　　（％）

就労希望年齢 希望する就労先 希望する働き方

件
　
　
数

61
─
64
歳

65
歳

66
歳
以
上

特
に
考
え
て
い
な
い

定
年
時
と
同
じ
会
社

同
じ
で
な
く
て
も
グ

ル
ー
プ
内
の
別
会
社

会
社
に
は
こ
だ
わ
ら

な
い

退
職
前
と
同
じ
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務

１
日
の
時
間
は
短
く

勤
務
日
数
は
同
じ

１
日
の
時
間
は
同
じ

で
週
３
日
程
度

１
日
の
時
間
は
短
く

週
３
日
程
度

働
き
方
に
は
こ
だ
わ

ら
な
い

2012 年計　 18.5 46.2 9.8 22.8 56.9 7.2 34.0 28.4 14.4 24.3 9.3 21.3 16477

60 歳以上計 31.8 46.2 12.2 6.4 82.1 2.9 13.5 45.6 8.3 23.6 7.5 12.1 1087

図表４　60歳以降も働く場合の不安点と老後必要だと考える
月額生活費や住宅ローン・教育費の負担　　　　　　 （％）

60 歳以降も働く場合の不安点
（３つ以内選択、上位６項目）

老後必要な
月額生活費

60 歳以降の住宅
ローン・子ども
の教育費の支払い

件
　
　
数

収
入
の
減
少

肉
体
的
・
精
神
的
な

き
つ
さ

自
分
の
健
康

親
や
配
偶
者
の
介
護

一
時
金
の
水
準
が
不

安
定

職
場
の
雰
囲
気
や
人

間
関
係
が
変
わ
る

中
央
値
・
万
円

平
均
値
・
万
円

住
宅
ロ
ー
ン
・
教
育

費
と
も
に
あ
る

教
育
費
は
な
い
が
住

宅
ロ
ー
ン
は
あ
る

住
宅
ロ
ー
ン
は
な
い

が
教
育
費
は
あ
る

2012 年計 61.6 54.6 54.5 13.6 12.8 11.4 27.2 27.7 18.9 22.1 7.3 23579

60 歳以上計 70.0 37.7 62.4 10.4 14.2 12.2 28.1 28.2 4.1 13.3 6.6 1242

※老後必要な月額生活費については、「わからない」と無回答を除いた数値。

9.5 23.8 29.3 24.8 11.3 1.3 235792012年計

件
数

定年制度廃止で希望者は全員就労

定年を段階的に引き上げた65歳定年制

退職年齢を選択する選択的定年制度

60歳以降就労希望者への継続雇用制

わからない

無回答
（％）

図表５　今後の就労と定年制度に対する考え方


